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SPONTANEOUS RUPTURE OF THE URINARY BLADDER IN A WOMAN 
         WITH RADIATION  CYSTITIS  : A CASE REPORT
Yoshiki  KURIZAKI and Osamu  ISHIZUKA
From the Department of Urology, Kofu Municipal Hospital
   A 79-year-old woman was admitted to our hospital with gross hematuria and abdominal pain. 
She had had a uterine cancer 11 years previously and received 56 Gy  6°Co external irradiation 
combined with 129 Gy  137CS internal irradiation. She had a sign of pan-peritonitis. An emergency 
operation revealed an intraperitoneal rupture of the dome of the urinary bladder 8 cm in length. 
Because aprimary suturing of the bladder wall was unsuccessful, bilateral cutaneous ureterostomy was 
performed. Histologically, the ruptured bladder wall showed a mucosal erosion and fibrosis of the 
muscle layer. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 513-515, 1997) 

















日,肉眼的血尿 とともに悪心,嘔 吐が出現 したために
当院に入院した.
現症:右腹部に傍腹直筋切開創 を認めたが,腹 部に








膀胱 洗浄 はこの間,施 行 しなか った.4月13日,腹 部
の圧痛 とともに筋性 防御 を認 めたため腹腔穿刺 を行 っ
た ところ血性 の腹水 を認 めた.放 射線性大腸,小 腸炎
による消化管穿孔 か らの腹膜 炎 を疑 い,4月13日,緊
急に開腹術 を施行 した.
手術所 見:消 化管 の穿孔 は認 めず,膀 胱頂部 の腹膜
が覆 う部 分 が 約8cmに わた って 裂 け てい た(Fig.
1).膀胱破裂 に よる腹膜炎 と診 断 し,そ の断端 の一部
を標 本 と して,裂 けた部分 を3-OVicrylで縫合 した.
膀胱 の縫 合部 には ドレー ンを置 き創 を閉 じた.
病 理所 見:膀 胱粘膜 は廉燗化 してお り粘膜 固有層 が























があ り,膀胱 を洗浄したところ ドレーンから洗浄液が
出てきたため膀胱部の縫合不全が疑われた.しか し,
術後40日目に施行 した膀胱造影では造影剤は腹腔内へ



























らつ きがあった.ま た,照 射量や種類の詳細は不明で
あったが,河 本 らの46症例の検討によれば,照射量が
50Gyを超 えると難治性の出血 性膀胱炎を生 じうると
される5)放射線照射後の膀胱機能についてはYalla
らによれば広汎子宮摘出後は骨盤神経の節前線維の障
害によって間歌排尿,多 量の残尿,尿 意の異常を生 じ
るとされ6),尿路感染 は容易に起 きる と考え られる
が,膀 胱知覚障害のため典型的な尿路感染の症状は示
さない.こ れまでの放射線性膀胱炎による膀胱自然破
裂の報告例 では,破 裂 した部分が針穴 もしくは数
mm程 度7)から膀胱鏡径(17Fr.)のもの8)と小径であ
る.本症例では破裂では約8cmに および過去の報告






性細動脈内膜炎が起 こり,そ の結果,毛 細血管の閉
鎖,拡 張,さ らにそれに続発 した上皮の萎縮,変 性,
壊死,脱 落が生 じ,高度の出血をきたす と考えられて
いる9)放射線性膀胱炎から出血に対 して,高 圧酸素
療法lo),膀胱動脈塞栓術,ホ ルマ リン膀胱内注入術,
ミョウバ ン膀胱 内注入術 が 行 われ る こ とが あ る
が11・12),治療 に難渋す ることが多い.そ の中で比較
的有効と思われるのは高圧酸素療法である.そ の理由
は,壊死性毛細血管炎,閉 塞性細動脈内膜炎により虚
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